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研究内容
- テ ロ 原子- - テ ロ 原子結合を有する化合物 は, そ の 高い反応性や特異な電子系 を有す る こ
とか ら, 新 しい反応や機能の発現に期待が持たれて い る｡ 例えば, 14族元素を主とするケイ素
- ケイ素結合を有するポリ シ ラン は その 主鎖骨格 の シ グ マ 電子が動きやすく , H OMO及び L UMO
レ ベ ル は炭素一炭素二 重結合の それ に匹敵 し, 結合電子 の シ グ マ 共役 に起因 して , 紫外吸収, 伝
導性ある い は 正孔輸送特性 な どの興味深 い物性 を示 し, ナ ノテ ク ノ ロ ジ ー の観点 か ら多く の注
目を集 めて い る ｡ また, 1 5, 16元素を主と した(SIIIN)Ⅹ は , 一 次元伝導体と して働き, 0. 3 K
の 温度で超伝導性を示すな ど合成金属と して の機能が発見 されて以来, 多種多様な環状, 非環
状化合物が合成され , 精力 的に新規機能物質と して 探索されて い る｡ 本プ ロ ジ ェ ク ト研究は ,
｢有機電子材料｣ をキ ー ワ ー ドに 国内外 で例の ない 特異な電子系を持 つ - テ ロ 原子化合物に着
目 し, 1)(SVI-N)｡結合を主鎖にも つ オリ ゴ マ - を設計 ･ 合成す る｡ 2) 得られ た化合物の 分子 ･ 電
子構造 を明らかにす る｡ また電子構造 の観点か ら, 特異な結合や構造 をも つ 分子を設計 ･ 合成
する｡ 3) 分光学や電気化学特性 に つ い て詳細な検討を行 い , 新規機能物質の 探索を目的とする｡
進捗状況 ･ 研究成果 ( 平成 15年度)
本年度は, SVI-N結合を繰り返 し単位と した分子 の合成とS
VLN-Sn 結合を有する環状分子を合
成 した｡ そ の詳細を以下に述 べ る｡
Ph2(N…)s-N=SPh2=N-SPh2(…N) 3 の合成
前年度svI-N結合の繰り返 しを延長で きる よう, 末端 に我 々 が 見出 した硫黄一窒素三重結合を
導入 した化合物 1 を合成 した｡ 今回, さらに SVI-N 結合の繰り返 し単位を延長 した化合物 3 を
合成するため , SCH EME lに示 した方法に より合成を行っ た｡ 化合物 1 と ビ ル ディ ン グブ ロ ッ ク
剤2 との 反応 をア セ トニ トリル 中で行っ たとこ ろ, 目的の 化合物 を得る こ とに成功 した｡ さら
に化合物 3 の合成方法 を種 々 検討 したと こ ろ , SC HE ME 2に示 した方法に より, 効率的に化合物
3 を得る こ とに成功 した｡
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化合物 1 を ㌃ プチル リチウム と作用 させ た後, 1. 5 当量 の塩化ジフ ェ ニ ル ス ズ と反応 させた
とこ ろ, ス ズ元素が 一 つ 導入 された新規環状化合物 4 がほぼ定量的に得られた (SC HEM E 3)｡ 次
に化合物 3 と塩化 ジフ ェ ニ ル ス ズ (1. 5当量) との反応を試みたとこ ろ, モ ノ置換の N-ス タ ニ
ル化化合物 5 が得られ た (S CHEME4)｡ さらに , 化合物 5 の環化反応を AgCIO4を用 い て行 っ た
結果, 対応する環化生成物 6 を得るこ とに成功 した (S CHE ME 4)｡
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